
英 語                        ※（ ）内は全国の正答率 

力が付いている問題 

◆読むこと 

５（２）正答率76.4%（74.4%） ある状況を描写する英文を読んで、その内容を最も適切に表している絵を選ぶ問題 

課題が見られた問題 

◆聞くこと 

４ 正答率5.3%（7.6%）来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活動についてのアドバイスを英語で書く問題 

◆読むこと 

７ 正答率 31.0% (32.8%) チンパンジーの知性に関する説明文とその前後にある対話を読んで、文の書き手が最も伝えた

い要点を選択する問題 

８ 正答率9.2%（10.9%）世界の食糧問題について書かれた資料を読んで、その問題に対する対策を英語で書く問題 

◆書くこと 

９（２）② 正答率25.1%（28.9%）無回答率 15.1%（12.6%）会話が成り立つように、与えられた英語１単語を適切な形に

変えたり、不足している語を補ったりして英文を完成させる問題 

 

英語に関する生徒質問紙の結果に注目してみましょう 県 全国 差 

〇英語の勉強は好きだ 56.7% 56.0% ＋0.7 

〇１，２年生の時に受けた授業について、聞いたり読んだりしたことについて、その内

容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていた 
79.4% 74.6% ＋4.8 

〇１，２年生の時に受けた授業について、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同

士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていた 
81.0% 77.4% ＋3.6 

〇１，２年生の時に受けた授業について、英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概

要や要点をとらえる活動が行われていた 
83.3% 81.2% ＋2.1 

△英語の授業の内容はよく分かる 65.5% 66.0% －0.5 

△学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使う機会（地域の人や海外にい

る人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホームページを

見る、英会話教室に通うなど）が十分にあった 

31.0% 33.8% －2.8 

 

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、授業改善に取り組みましょう 

◆生徒質問紙の「聞いたり読んだりし

たことについて書く」等では肯定的な

回答の割合は全国平均以上でした。 

⇒アウトプット活動ややり取り

を重視し、バランスの取れた英

語４技能の力を身につけるため

の取組が図られつつある。 

◆情報を正確に読み取ったり、概要や要

点を読み取ったり聞き取ったりするこ

とに課題が見られました。 

⇒目的や特徴に応じた題材（教材）の

扱いや、授業中の実践的な多

様な言語活動についての工

夫が求められる。 

 

＊条件や設定に応じて、効率よく情報を入手し、編集・統合する力（思考・判断）に課題が見られました。 

＊聞いたり読んだりして得た情報を基に、自分の考えや意見を表現する力に課題が見られました。 

＊文脈や設定に応じて、語や文法を正確に活用して書く力（知識の活用）に課題が見られました。 

＊書く力に関する問題は、８問すべてで全国を下回っていました。 

＊無回答率が全国よりも高かった問題が２１問中９問ありました。 

＜ポイント＞一文ずつではなく、文章や話の全体を通して、段落相互

の関係を考えながら読んだり聞いたりする活動や、読んだり聞いたり

して得た複数の情報の中から最も伝えたいことを判断する活動を取り

入れていきましょう。例えば、文章全体や段落ごとにタイトルを付け

る活動や、各段落の最も大切な英文を選んで、それらを比較し意見交

換をする活動などに取り組んでみるのも一つの方法です。 

➡ 平成３１年度【中学校】授業アイディア例 P17～18 

＜ポイント＞授業の中に言語活動を取り入れ、習得した言語材料を

用いて生徒同士でやり取りするような活動場面を増やしつつあるこ

との成果であると考えられます。活動の「目的・場面・状況」を設

定し、活動する生徒が必然性を感じられるような、本物の情報を扱

った言語活動のあり方についてさらに工夫を重ねましょう。 

➡ 平成３１年度【中学校】授業アイディア例 P15～16 

 



平成３１年度高等学校入学者選抜学力検査問題 問題４ 問２  

『（ ① ）にあてはまる適切な英語を、Graphを踏まえて１語で答えなさい。』  正答：twice 

 

◆自分の考えを何とか伝えようとする

意欲が見られる一方、基本的な文法事項

を適切に運用して表現することに課題

が見られました。 

⇒発信された表現に確認でき

るエラーを、段階に応じて修

正する等、授業中のフィード

バックに工夫が求められる。 

 

 

 

 

＜具体的な授業改善例について＞ ＊以下の資料を参考にしてください。※学校教育支援サイトにもデータを掲載しています。 

①全国学力・学習状況調査報告書 ②授業アイディア例（国立教育政策研究所 http://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 生徒が書いて表現した内容に対し、タイミングよく効果的

に評価し、語や文法事項の知識を実際のコミュニケーションにおいて

活用できるレベルに高める必要があります。そのためにも教師の丁寧

なフィードバックの指導法を研究し、ペアやグループを活用した生徒

相互の修正や振り返りなどを効果的に用いていきましょう。 

➡ 平成３１年度【中学校】授業アイディア例 P19～20 

～今求められる資質・能力を育成するために～ 
鳥取県立高等学校入学者選抜学力検査問題も変わってきています 

本文中の（ ）の前後の英文内容とグラフから得られる情報をもとに総合的に思考し、（ ）を

含む英文の意味や構造を踏まえて答えとなる単語を判断し、記述解答する技能統合型の問題で

す。受験生には、複数の情報の統合、スピーディーな思考判断、求められる条件に応じた文法や

語彙に関する知識の活用といった統合的な力が求められます。 

 

このSayaのセリ

フから、Graph内

のA、B、Cのい

ずれが香港であ

るかを思考し、

判断します。 

≪後略≫ 

Jimmyがどんなこ

とに注目している

かを英文から判断

し、香港を表すデ

ータから読み取れ

る情報に応じて、

解答すべき単語を

考えます。 

全国学力・学習状況調査の問題には、学習指導要領の趣旨や中学校段階で育成したい英語力が反

映されています。これをチャンス（ＣＨＡＮＣＥ）ととらえ、生徒の学習意欲向上、そして私達教

師の指導改善（ＣＨＡＮＧＥ）につなげていきましょう。 

 


